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石岡一高３年７組がマスクインナーの
お礼に花の苗を寄贈

6/3

境町ライオンズクラブ
WestFuture 支部が寄付
　境町ライオンズクラブ WestFuture 支部（岩﨑博
支部会長）が新型コロナウイルス感染症対策に役立て
てほしいと、30 万円を寄付されました。

　境町から寄贈されたマスクインナーのお礼として、
境町の子どもたちの癒しになればと、県立石岡一高普
通科３年７組（北川明子教諭）の生徒たちがニチニチ
ソウとヒャクニチソウなどのプランターを寄贈しまし
た。これは 3 年 7 組の生徒たちが文化祭で使用するク
ラス費を用いて、同校園芸科で丹精込めて育てた花の

苗やプランター
などを購入した
もので、境町内
の各小学校に分
けられました。
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新型コロナウイルス対策に関する寄付 町内・町外の企業や団体の皆さまから、町の新型
コロナウイルス対策へ寄付をいただきました。
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美容室「アプティパ」から
薬用ボディーシャンプーを寄贈
　美容室「アプティパ」（根本正美社長）は消毒や抗
菌効果のあるボディーシャンプーで手を洗うことで、
新型コロナウイルス感染症対策に役立てていただき
たいと、肌が敏感な方でも使える薬用ボディーシャン
プー『極み肌』50 リットル分（約 100 万円相当）の
ほか、全身肌水 2.5 リットル分を寄贈されました。

寄付に訪れた岩﨑博支部会長（左から 2 番目）

寄贈に訪れた北川明子教諭（写真左）

寄贈に訪れた根本正美社長（写真左）

特定非営利活動法人グリーンウェーブ
がマスクインナーを寄贈
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　特定非営利活動法人グリーンウェーブ（伊佐山千代
代表理事）がコロナ対策に役立ててほしいと、マスク
インナー（くっつくインナー）5 枚× 2,000 セット
を寄贈されました。

寄 付 者 金 額

内海　聖史 様 250,000 円

大久保　徹 様 33,999 円

このほかに、匿名を希望される方から
50,000 円の寄付をいただきました。

新型コロナウイルス感染症対策に役立ててほしいと、
住民の皆さまから寄付がありました。（五十音順）
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境町更生保護女性の会が手作りマスク寄贈
　境町更生保護女性の会より、活動の一環として手作
りマスクが小学校新入生 192 名に贈られました。

左から小川副支部長、内海副支部長、忍田教育長、秋田支部長

おうちのお困りごと
ダスキンがスピード解決
　シロアリ駆除サービス
ダスキン　古河南支店　古河市中田1276-1
☎　0280(48)4891

害虫の予防・駆除のご相談（見積）は無料です。
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